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目的：過剰な選択肢は買い物客の関心を高くひくものの購買意思決定には逆効果であるという

現象を「選択のオーバーロード現象」というが（Iyengar & Lepper, 2000），その再現性は度々

疑問視されている。本研究では，選択を待つ他者の存在によって焦燥感を非明示的に与えるこ

とで選択のオーバーロード現象が生起するのではないかと考え，選択時に待機列を置くことで

の検証を行った。 

方法：待機列あり条件では，参加者は 10名の待機列が視界に入る状態で PCの前に着席した。

PC画面上に 4枚ないし 12枚の画像が同時に呈示され，参加者は画像の中から欲しい画像に 1

位から 3位までの順位付けを行った。参加者は順位付けを終えた後に席を移動し，全順位付け

に対する満足度と後悔度の主観的認知の評定をそれぞれ 6段階で行った。待機列なし条件で

は，待機列のいない状態で同様の手続きで行った。 

結果：後悔度評定値において待機列と選択肢数条件の交互作用が有意であり，待機列によって

焦燥感を感じると多数選択肢条件で後悔度が上昇することが示唆された。また，待機列がある

条件で選択肢数と主観的認知の交互作用が有意であり，待機列によって焦燥感が生じると選択

肢が多いほうが満足度が低下して後悔度が上昇するという選択のオーバーロード現象が生起す

る結果となった。さらに，選択肢が 12枚の条件において待機列と主観的認知（満足度と後悔

度）の交互作用が有意であり，選択肢が多いと焦燥感によって満足度が低下し後悔度が上昇す

ることが考えられた。 

結論：選択時に待機列があることで選択のオーバーロード現象が生起することが明らかになっ

た。この結果は，待機列によって生じた焦燥感が認知的制御を妨害し，効用を最大化するよう

な厳密な論理による選択が阻害された結果として，自身の選択に対する満足度の低下と後悔度

の上昇が生じたのではないか。そしてそのような傾向は選択肢が多いときほど顕著になると考

える。 

  


